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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
Chap1.　生態系の中で人間を捉えることの意義は？
　　　　　生態学的に見た人間はどこが特殊か？
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
多様な環境と周期性　＝区分・温度-降水グラフ；日内変動　４
文化的適応と生物学的適応　
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
　現代人類社会（地球上の広範な地域に拡散し繁栄している）への移行の基盤
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後の25年間で約1.5倍に増加している
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
国際保健学は，保健にかかわる問題を，国際的枠組みの中で科学的に究明，解決する学問領域である．
国際的枠組みの中で　といった場合，国際協力・国際支援を狭義に当てはめることもあろうし，広い枠組みの中で考えることもある．
途上国に起こっている問題について研究するということは，われわれの経験を生かして，途上国における問題解決のために，技術移転を行ったり，われわれの二の轍を踏まないよう問題が軽症のうちに解決策を提唱したりすることも含まれようし，同じ汚染の問題を広い視野で取り組むことにより，あらたな健康科学的な知見を得ることもあろう．

人類生態学は，もともと生物学的側面を重視しつつ人間集団の存続の構造の解明に力を注いできた領域である．そこでは，人間集団が
・いかにして　喰っているか　（食物の生産・入手・分配，食物摂取量と栄養状態，生ずる余剰，土地利用と所有）
・いかにして　子を産み，育てているか　（再生産の実態，人口構成とその経時的変化，子の成長と栄養）
という点に焦点を当ててきた．
　これらは，人間の活動の中でももっとも重要な２つの生産（食物・人口）にかかわる側面をとりあげているが，同時に人間集団は捨てる集団でもある．環境が人間の活動に比較して十分に大きなcapacityを持っていた過去に，捨てるという行為の比重は軽かったと思われる．あるいは捨てるという行為は，食べる・再生産するという行為とは距離があった．しかし，この部分に起因する環境問題が，次には，これらの生産活動にも影響するようになってきた，という意味で，環境問題をとりあげることは，人類生態学にとって次第に必須の要素となりつつある．
　また，近年，廃棄にともなう汚染の問題は，いろいろな形で国境を超える．残留農薬やウィルスによる食物の汚染，廃棄物の越境，広域の河川・海洋汚染，酸性雨（や黄砂ーこの場合は人為起源の部分は多少距離があるが）などの問題は，一集団による汚染行為が他の集団に影響を及ぼす端的な例である．このような問題は，国際的枠組みで考えざるを得ない．

人類生態学という学問の興味の中では，生産・消費・廃棄というものの流れが，それぞれ人間の行動の流れでもある点に着目し，汚染を作るにも，それに影響されるにも何らかの行動が介在している点に着目して，その行動が環境問題の中で持つ意味を，生産・消費の構造との関連で解析し，よりよい方向というものがあり得るのかをlocalな視点とregionalあるいはglobalな視点から考えていくことが主要な課題となると考えられる．
　エネルギー問題で途上国が重視されている事実を考えても，それとは表裏の関係にある環境負荷においても途上国の寄与が大きいことは容易に想像できる．
　　ただ，注意しておかねばならないのは，たとえlocalの視点で考えたとしても，例えば，環境と健康とのあいだにはコンフリクトがあるだろうし，誰の健康を考えるかという点もそう簡単には結論できない可能性が常に存在するという点である．

　以上の点から考えると，人類生態学の視点から途上国の環境問題にアプローチするにあたっては，問題をできるだけ生産・消費の構造と関係付けつつ把握し，汚染する行為あるいは汚染する側の集団についても分析の枠組みに取り込んでいくことが必要ということになる．
　
　以上の視点は，例えば地球規模での持続可能性という問題を考える際に，生産・消費の活動と汚染活動・環境問題との関連についてモデルを提出するという形で貢献できる可能性がある．また，伝統的に維持されてきた　おそらくは持続的なシステム　と　消費・廃棄が肥大化する“資本主義的”システムとの接点（あるいは人々が，後者を自分たちのシステムとして採用していく過程）を明らかにすることにより，持続性から見た場合のシステムの変化と環境問題とを理論的I(体系的）に関連付けることができるかも知れない．

***************************************************************************************************************





●国際保健学の視点
　国際保健学の出てくる必然性
　解くべき問題（協議の国際協力・国際支援にとどまらない）

●　人類生態学の視点
　環境と人間集団の関連を，可能な限り包括的に動的に捉える→適応のしくみ（健康・集団の維持＝人口の再生産）を明らかにする．
　Environmental Health +  Population Biology 
　キーワード：環境の認識・利用・改変，人口，健康状態（集団レベル）
　環境の認識・利用：　民族植物学/動物学・活動・栄養
　環境の改変：開発・近代化，破壊，（人為的）化学物質の利用・放出・汚染
　・人間活動→認識された環境への働きかけ
　・人間活動→必ず環境を変化させる（環境は流動的）
　人口：　再生産，疾病・死亡構造，移住
　健康状態：　疾病，活動の可能性，社会への参画
　

●　国際保健学の中における人類生態学
・基礎的な部分にかかわる
・“保健”のために必要な包括性と動性
　（リスクとベネフィット，エンドポイントの選択）
　バリエーションの理解
　コンテクストの理解（異なる文化から同一のイベントがどう見える
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート

Aが生物学的適応
ＢCが文化的適応　Bは通常ライフスパンよりずっと短い変化に対して行われる．Cはライフスパンよりずっと長期の変化が生存に影響する場合．


XALBIBEIS DR YD preans@Es (20111 &Y
IRIEZ1EVYEZD
> EEMNETLTHNS?
IREBETIEADILE? “EELLNEEONS) IRIEORE{HF?
> FHILLRIBLEREADER
—RBiE4EE
BEFBADEKGFE=>HE-XERZ, EXRBIROMNEL

—XE-FBE): #BENBHTFRSEEHTERA.
Sedentary T B~ 4 EE BR
- Sedentary 7L & SE AN D E G (fitness club, diet)

—EE-NREHE s REGN-EEETS
AORE, SEbt20®Rst, REVEEMEREHE,
— IR F— TEHG-LEYE
NE, hECREEE, N <ELIEEME RE
—habitat (FiithEAZE - &) ZigeLco &, FEELE, E—FFA5UK
—IBFHR-BIEFER  SH0ORE 248/SH




‘A

|

et
K

ROZH

-~

)
Cink,

U

SN

J

IN:i



ik FD"S AT N"DFEE (MEA (CL3B)

x A7) — £RERRZTDLOTITLL
RICEHDERERZSD.

* FEBRDEY JUx-HHER:
‘Bl—HT3 ')—I‘E’?é[@’&d)]*i%¥ TIZZELL
BIRANTIAV—ICERITHERRTIE, EGHEENSLN

/ﬁ/i % IIZIJ_ * W7KE * JF*** * E k
* BB * |15 * 4B * Ffih x ZRTh

32



UT EHET DA FHO




ANEBA A 120529J_JJD—HE|,7( LT’ Ek

B ED—RAERE
P LIZHNT, TEETS.
ZLDFEDMBENDDSD
X ZEEf.

(Ellis and Ramankutty, 2008)

"BAROAKEKXR, AEDDIEHA"



HhEk o) L ih%a
“NE&BI/N1MA—L." (anthropogenic biome)

Anthropogenic biomes: legend

Rangelands

|| 41 Residential rangelands
|| a2 Populated rangelands
|| 43 Remote rangelands

| Dense settlements
B 11 Urban

- - 12 Dense settlements

Villages
B 21 Rice villages
[ ] 22 Irrigated villages

B8 [ | 23 Cropped and pastoral villages
=4 | | 24 Pastoral villages

i+ _. B 25 Rainfed villages
B 26 Rainfed mosaic villages

Forested
" 51 Populated forests
|| 52 Remote forests

= Wildlands
61 Wild forests
62 Sparse trees

63 Barren
Croplands
I 31 Residential irrigated cropland Ellis and Ramankutty (2008)
32 Residential rainfed mosaic Front Ecol Environ 6, 439-47
= || 33 Populated irrigated cropland
| | |34 Ppopulated rainfed cropland /\/ Region boundary

___ 35Remote croplands


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
もともとは，3/9のDIAS/GRENE TV会議で説明した．
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